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のみなら今、水田作のものに劣らない牧量をあ

げ得るこさが貰控されたのである。又、幼誕;形

成期以後湛JJ<.濯概して.!f陸作しfζものも水図作

以上の*量~あげてゐるのである。

ニーれ等の寅地試l，t地は、ぞの試験地句性質土
地力が全部均しいさいふわけではな.<、特に、

従来畑地であったとニゐへはじめて水拡を義塙

しJt12ニろもあるさいふやうな特殊事情そも考

*レ1.tりればならないが、それにしても riii艇
の研究 によって明らかにせられた「革棋の法

則」に従って遭水すれば、水摺の陸作が可能で

あるさいふこさ、丸、幼穣形成期以後潜水漕満

しτ合理的に守陸作すれば、移植による水田作
以上の牧撞があげ得られるさいふ，ニとは、注目

すべきことfある。

IV. .察及摘~ r*簡の謹溝口闘する研
究Jによっτ明らI)、iこせられたさころの「濫j債
の法則iJIC縫って、水簡を直婚陸作、又は、直

埼玉ド陸作して衣のωき結果ぞ得たのである。
(1)水倍を萎聞に直指し、幼儲形成期前から

1日1幽の流溝謹統-i-すれば、.畑地に於t草作し

得、官、併も、 i甚*趣j低移紘哉暗に劣らぬ』肱量ぞ
あけ'得るニミ。

(~ *砲を~聞に直婚し、，幼穂形成期前かち

i甚水謹i既をする宇陸作t二於ては、湛*溢i鼠移統
裁泊以上の*量をあげ得ゐこさ。

こ0研究結果は、水摺IJi監減じ闘する貰砧主
的な研究結果~賞謹するものであると同時i亡、

新聞型地ω新しい稲作方法の確止に1討して重要
な示峻-a-匙へ、漏水剖の護甑方法の合理化に通話

してもよちよき厳罰しを奥《るものであるo " 

... 

農業の近代化ご資本構成

佐 藤

I 農業生産の近代化乃至開度化は、農村が
貨幣経桝に入り込み多少さも市場生産が行はれ

るやうになったミき、市揚じ於りる競争さ盤カ

のため必撚的にたもむかざるを得ない方向であ

る。食業者は市場に於ける鼠舎の摩jJに打if#つ

ため伝は、自己の経管主資本的に集約化しモの

生産方法~高度化する以外に詮はない。しかし

とれは極めて圃式的表現であって、現賓にはそ

の経管のもつ自然的枇曾的保件の如何によって

すなわち特定の生産保件の下に於τは甚だ歪め
られ先生産形態をきるものである 例令ばわが

困の場合、島村の強い人口座、Jj、零蜘経管、封
建的高利貸的土地所有今きたの農地制度改革は

との面に闘する封建性の打依に役立つだらう〉

一 長E
殆ん~費本の蓄積の亦可能な経営の循環、低捧

賃等めftl:fj的傑件、また一方集約的水間農業4二
酒したモシスーシ的風土さいふ自然的保件、こ

ういった生産保伴の下では貨幣鹿済の1M:tは経
替の資本集約化による生産右法の重量展を刺戟す

る住りに却って逆に農業者の持働強化さいふ結

果になり勝ちであるニさはあらためていふまで

もtj.い。とこには藤展の代りに停滞があ.る.し

かし慨を資本集約化し生労法倒的ヒ切

るこ三、すなわち生産の迂回度を大をくするζ

さは資本主義枇舎の鷲展法則であるから、少L

でもこれに到す'.i抵抗線の弱いさころでは、仮

令歪められた形で・あるにせよ、それ棺嘗め2訴し

い鷲展が見5れる。とのこさはわが国に於ても

(32) ';_S2-



前進的宮島笠替に於て明らか陀看取される。

. かくτ農業の資本主義化'の基本的~棋は、農
業の商品生農f~によって刺較され、農業生産行

程、の生産予設の導入さいふ途令通して行はれ

るの:cあるから、農業経替に於ける資本構成の

如何は盛業近伐化の『うの重要な指標tなすも

のであらう。との揚合生理手段ざしてそれが国

定資本であるか流動資本であるかによってその

経営に奥へる影響が構進的に異るものであるこ

さiれ、ふまでもない。流動資本乏して最も重要

なものは肥料であるが、それは経管面積三殆ル

ど無醐係に使用するとさが出来る。三ころが淘

定資本の多 、のものは主主管の規模、集中l1iが{
定限度以上であるニさを必要乏し、そうでない

損，}I二は決し℃合息的に粧管内に導入されf8な

い。。このZ請に流動資本三固定資本電例へは肥

料三農具三の生産lζ於りるれ用の本民的差異が

ある。農業の近代化~押し準める主動力は、‘ニ ー

のやうに生産の基本的なものに闘遠征もっさニ

ろの固定資本の食業生産〈の参加lである。肥料

の培技は慶15の資本主義化の一面であって!も、
資本家的生産ff法への正常の展開ではない。わ

が闘の零細島:謹告に於て胞舛の施fIJ量のみは世

界有数であるさいふ事貨は、わが圏農業の極め

て特徴的なー而である歪められた奈生昔話;的巳示

すものである。

ではわが高島業1(:於ける固定資本の溝成は如

何なる形のものであらうか。そしてそれはわが

閣僚定。性格を如何に物語ってゐるだらうか。

との渇合、前挫のや引E帥噛のやうな生産傑

件のでて1ま、その生産形態の正常の酸展に到す

る障碍物が多〈、したがってその資本も特具の

構成そ示し、その定式的解樺は許苫れないであ

らう。

E わが置の場合を見る前に、先づ高度の資
本家的議業生産から佐の程.賓の比較的低いもの

に葦るまで種々句タイプの経管令持"':)1メJ}jJ

の場合i::見ゃう。ここに鵠げたアメリカG.闘す
る資料は H.C.テ4ラ4 ・の著者よむ引用したも

のである。とれによる三品ユーイ h〆ランド地

方ミヤ央西南諸州、i、それから、中部大西洋岸地

方，..'S太平洋島地方・さの間に、一見して農家の資

産構咳に著しい差異のあるニセiこ気付くであら'

ぅ.すなわちゴユーイシグラシγ地方五ぴ中部

大西洋岸地方は中央西南諸州及び太平洋岸地方

アメリカにたける農場責産の分布割合
， 

|土地|蜘i劉i踊'
会 衆 国 t69.5 .15.5 3.1 11.9 

=ューイ yグヲ:>'ド 44.1 388 5.8 11.3 ， 
中部大西祥帰 49.4 33.1 5.8 11.8 

10.8 ~.1 15.4 

求 zp 洋岸 80.0 8.2 2.4 85 

中央西北部 174 lJ.Q 2ヲ 11る

註 H・C.'l'aylorj Outlines oC Agricultural ， 
Economic自Pevi自edEdition P112 

』こ比較して土地資本の占める割合著しく低〈、

建物機械E器具の占める割合が茜t!高やさいふ動

である.ζの去で，1経営集約度の黒占を度外脱し

τゐるから、、これから直らi二資本家的性質の，司
勉を引き出すのは必でやーしも誼賞ではないが、最

も資本主義化の準んでゐる「工業的北部Jr椋民
された凶部」、「かつての奴隷所有者の;首都Jの
~kの聾展段階tz.. -~肱示 ιてゐる。しかしアメ
Fヵのやうに栽t自作物、集制度、経営規模等.に

地撞的な差異が大きいさふるでは、右のやうな

資本構成の比校から資本家的性質伝結論するの .

には慎重t~i主意乞排ふ必要がある 例へばアメ
J} :JJ農業でかなb資本家的地方三認められてを

め農場のaTI積最も大きく多くの農業機械を採用
しτωる中夫西北IfIIの小ー裏地併さ黒人による封
建的分益農の割合多〈農場面積のす、さやi#.i.棉

花地帯さでは、単なる資本構成の比較にょっτ
はも平や生r主方法ゆ盛墨度ぷ窺ひ難い.それは

集約痩、経営面積金繰l民じτゐるからである.
ζ申揖身、雇傭持働への依存度、農場単位面積

嘗り掛減目器具の慣i臥等の結が重要な指標さしτ
考慮さtt1?-ばならぬ しかしζ れらの特別の$
精舎考慮Trトに沿〈場合、資本家的生産の.展
は土地資本の比重f.e唖くし建物、機械器具、家

畜、'就中機拙梼共の上七重令蚤くする一般的傾向

を持つでゐる。 .

また農業の経営面積も生産方法の費展に謄エ

て、それには一定の齢度はあるにじても、損大

される}般的傾向金持。てゐる.ζの一般的傾

向島高Lすものはやはり集約隻である.宙開地に

於ては経営規模の蹟大、生産p省大及び貰本主

義の生長.ましばしば土地の外延的自責張よりもむ

じろ内包的集約化の過程を三る.しかしこの場

: ss ~ C羽〉



合でも生産形態が高度に展開されるためには一

定限度の面積的鎖大が必要である.との「棋界」

は現貰的には農地事前芝生産主主術の如何ミによ

って具盤的，c劃される.したがっ可アメリカの
やうじ組放から集約への幅の虞い闘では、その

腿喰は金の南端で大き五銭るから、経営面積約

ら直ちに農業の費展段階を推測L難い。例へば
最も資本家的生産心高度な ι ユーイングクン"". 

は最も経費面積の小さな集約的農業地帯主のーつ

である.越にかつて奴隷掠働による経営の行は

れてゐfニ頃の南部はー八六0年代まで，~却って

準歩的北部よりも経管面積は大であった.ニの

やう応生産方法の浄展三経営面積三の闘係色、

現質的には種kの特妹の事情tこ影響されるさニ

ろが太lIぃ。しかしこのやうな悩の民い多種多

様の生産形態の原端の例外t:除いては、生産方

法Iet.南部、西部、北部の順t二次第に高度でhり
同時iこ経営面積も次第に犬・でbる.

E さτわが園ω揚dはどうか0*去はや夫
農業曾「農業経土管調車書」より引J:Uした敷字三

奥除村農家の調査数字であるが、金凶的tζ大中

小経営企通じていひ得るこさは、土地の比重大

きく慾物機棋器具の比重が挫いミh、ふこミであ

る.iコが圃では集約的7l<.岡廃業が玄白l!的であ

わが圃農家の主要固定資本の構成

|土地|勘1111縮
「農業総書量調査書Jよりl叫(1嘉町〉 81 % 12 3 4 
中鰹縫(30.028) 84 9 s 4 
大総量豊 (116823) 85 8 2 5 

奥陰舗の皇「家 = 
河 10 v 4 

2. (19.1~) 81 J3 3 3 

3.く22.416) 89 3 E 3 

4.く:eg，6i7) 回 9 6 2 

6.く33・f!?上〉 90 3 3 4 . 

くま主〉 資本「財:構成のイν7.レーシ圃 νによる麹

・申告ど滋けるためl'='可能なかぎりその初動.のもの

をと勺た。

中央農業曾「農業事聖書量調査書J'!t昭和1o年度

奥除純血家(T"，.:叡字6主京大1¥経敬室副t互の農家級

郡司簿〈昭事P17年度〉よ句iUtが作成したもの

り、その集約喧は地域的に多少の差，~あるにし
τもアメ Pカのやうな大きな接幅はt.n'.olA: • 
がってその資本構成から農業の費展度そ推測す

るのに障碍作用をうけるニ三が比較的少駐、.わ

が園農業は一般的に云って水同耕作を中，弘之ず

る集約的な零細能替でるるミ，視定ι得るの"t'ゐ
るが、モの葉約的存掃『耕作i二し立向かつyメF

カ南部型の賀本構成を;示してbるこミi志、生産

方法の£常の費量すなわち同定資本的集約i包が

非常に遅れ乞ゐるニミを物語るものであらう。

きたに、わが舗に於τ程管面積の大小により圃
定資本の構成はどんな差異や示しτゐる?さらう
か。大中小経替の三つの群について見るに、ニ

こにはアメ Pカの場合さむ(;，ろ反封の事貨が1>

らわれてゐる.ずなわち経壁面積が大さなる程

、土地賀本の割合は大三!.i:1)建物議機具資本の比

重は輯〈なっτゐる.もし固定資本の構成割合
がHij!二見たゃう民生産力畿必の指縛乞なす色の

であるミすれば、ゎIf'.i.の場合経議面舗の大な
るものほと、そ心生金二b・法i二於て巡れτゐるミ
いふ二三l二なる。かかる推.諭はAしρでr;らう
か。ミニるがわが国a:eよ磁器面積が太きいほど
持働の生産性も資本政益率も両〈経畿が能率的

でbV進t量的であるさいふニミは従米諸種の調

査によって明らかなさニろである.ζのニミiま

一見矛盾k-Cゐるゃうであるが貨は矛盾ではな
い。これを明らか仁するミころにわが必農薬の

特徴的一面セ見出すーさが出来ゃう.

f1.るは必資本家的生産が高経で経管撹摸の大

きいものは、封建的な諸胡保に束縛されてゐる

零細経替に比し、その回定資本構成に於t土地
の広重軽〈、建物、農捜具、家畜等の割合がえ

であるのがー般的、でゐらう.しかしこの場合出

較さるべ§二つの経費はどこ志でもその生虚方‘

法に於て質的に呆ったものーアメ Hヵの北郷三

南部三いふ、ゃうじーである事が前提である。同

質的な生産方法がさられてゐる二つの経管でi本

経営面積の噌減に作ひ土地資本は比例的，c.港時

，するけれども建物農民貰や:等は比倒的iこは増減

しないから、経営面積ののさなも句ほど建物像

具資本の織成富~J合は大乏なり土地資本のそれは

小さなる筈でる~.特i乙封建拘を土地嗣係の袋

有・するさニるでi手これがため面債の繊大以経鋳

の大きな~迫 ~f1. る.前述のわが国t二於ける太
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のやう念事賓の考へられるととはわが園水間二

毛作農業の近代的費展の途が決して坦々たるも

ので&いことを示すものであらう。

多〈め要因の阻穆な結合の結果である生産方法曾麗

慢の/lIl8I.lt健多〈の角度から後初きれわぽなら~Q

ととではただ固定資本の構成といふlIfから之の問題

に極めて簡単に腐れた1:温ぎない。

農業技術停滞性のー側面
• 、

土地の験置的性格

寺 回

士地主 tt車1:士屡及び其佑墜炉Jt分のみのiRにあ

らずして、土地の表面・~問. 1Jf.Ji'の窓脈にて、

植他はftl:棋祭を求め、英土中1:根を披げ、叉太

陽と空気に肉って其葉を伸長字。

ーカーパH 著、菅・奥田共課「農業紹隣接原論J188 

頁

土地は植物がそこに於で生育す~揚である。

それは杭物の生育が土地のもつこの場さしての

性格さの基本的な結びつきの下K行はれる.こさ

を意味する.農業技依のいろいろな姿は貰はこ

の「結びつき」さいふl'ilこ開るo¥そこでこの場三

.し志の土地子もつ類型的な性格について若干考

察-i>試み、更に.そのこさから農業技術の構造的

理解に至らうまするのは、農業Ic於て基本的重

要さをもっ土地についての若干の理解が、農業

技術上向少しでも問題を拠出させうるのではな

いかさ思ふからである。本稿に於ては土地が装

置的であるこさを明にしようさずる。装置は工

業に於て最も費遣した技術段階IZ:見られる技術

的手民であるが、土地は農業に於て最も原本哨

，なものであるοそれにも拘ら宇土地が装置附で

あるさいふのはー櫨同の様な意味、に於てである

か。

.農業経営に於τ土地は牛産要素のーさして持
働及p賓本財さ稽観的に結合される。土地が要
素のーさして他から匝別されるのは、それのも

つ生産h振が自然カさして有するヱネルギーで
あり、去の成立過程はそれが白黙に存在するも

のである寵所奥のものさして問題tこならないミ

いふ基本的性格t::もつからである。経普者はそ

由 永

の技術的能力の放に努働・土地・資本財ぞ生産

手段乏しτ結合し生産4並行ふこさがm来るq 鹿
で現賓の物財的慣舶の生産は生産手段である勢

働に於てはじめて拡得される。勢働が此の様な

生産を行ふにはまfニ土地さ資本財さ必要する。

経替に於ける生産要素さしての土地は此の様に

説明される。撚るK農業生産め技術a-"J取扱t.L.IC

於ては土地は向次の嫁なものさして理解される

前段IC於T生産手段さしての土地が資本財さ
共に努働に結合されて生産の管まれるこさそ記

したが、主帽である持働による播極純付等の技

術的操作が加へられない限り、それ故にそれが ‘

生産手足一一生産袋素さなるこさの出来る土地

の自怒カをしてのヱネルギーも探替に於ける生

産に寄輿ずることは出来ないo(患なる探取的・

略奪的怠業に民ては別 rである。此の撲な毎合を除き~

笹口市~.で生産きれる値動l:t既に作動である〉 一旦土

地11:.手物が作付けられるさ生産ぞ目的さして勢

働が働きかける釘象は作物であり、土地は資本

財三同様勢働が作物におして働きかける民の媒

介手段さしての意味~宵するに至る。 ßp ち土地

は一種の勢働手段ムしτむ意味会もつ。然L此
の慌に理解される土佐は他の勢観手段である資

本財に含まれる多〈の包のさはその趣を若干異

にしてゐる。(勿諭短音量I:fjをける生産要素としての

土地は減債償却を寝しないといふ駄で資本財2ェは別閣

の取銀ひを受ける。然し地力の減終盤に之の補場的行

震としての施~~i/何を窓際するかについて倫充分検討

を加へわばならぬ~1iÞが)，.，、前誕のことも直ち;)~正

しいl:.Ci.定出来ないのではな旬、1昔、鰹鍔1:於ける生重

要素としてではな4そのーである努働在中品、とL努鋤

手段・努働客慢といふものを考へ事場合、土地は既に

くおJ
- ;36 ・ー

. 


